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記
念
す
る
日
中
合
同
の
大
法
要
が
両
国
の

時
よ
り
世
貿
庁
場
酒
店
に
て
中
国
側
の
歓

く
戒
律
を
守
っ

て
お
ら
れ
ま
す
。

午
後
は

龍
門
石
窟
。

崇
山
・
少
林
寺
と
達
磨
洞
な

紹
介
、

報
告
い
た
し
ま
す
。

井
の
樹
木
も
茂
り
、

落
ち
着
き

本
堂
も
立
派
に
出
来
、

塔
の
周

十
年
振
り
の
臨
済
寺
で
し
た
が

々
を
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。

三

ら
し
き
村
人
も
多
く
出
て
、

我

う
な
管
長
の
香
語
に
続
き
大
悲
呪
を
唱
え

回
向
。

焼
香
の
後
、

参
列
の
僧
と
省
の
役

12/10

座
禅
会

日
中
合
同
大
法
要
が
厳
修
さ
れ
る

東
京
国
立
博
物
館

と
で
し
ょ

う
。

臨
済
寺
を
中
心
に
更
に
発
展
し
て
い
く
こ

気
で
し
た
。

道
路
も
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
り

の
中
国
僧
が
節
を
付
け
た
お
経
で
法
要
。

終
了
し
ま
し
た
。

翌
日
か
ら
は
、

洛
陽
の

た
。

こ
の
記
念
す
べ
き
行
事
に
私
も
参
加

九
月
七
日
、

中
国
石
家
庄
市
の
臨
済
寺

法
要
の
後
は
、

宿
の
石
家
荘
市
ヒ
ル
ト

臨
済
禅
師
一
一
五
〇
年
忌

、
中
国
に
て

禅
の
名
宝
展

の
作
品
を
見
学
し
て
記
念
行
事
の
全
て
が

の
高
僧
の
墨
蹟
と
、

中
国
の
著
名
な
書
家

に
て
、

臨
済
禅
師
の
涅
槃
一
一
五
〇
年
を

セ
レ
モ
ニ
ー

が
あ
り
ま
し
た
。

日
中
双
方

翌
七
日
、

午
前
九
時
よ
り
臨
済
塔
前
に

長
が
導
師
を
務
め
、

村
中
に
響
き
渡
る
よ

了
し
ま
し
た
。

当
日
は
、

信
者

北
京
よ
り
バ
ス
で
約
五
時
間
、

そ
の
夜
八

た
。

六
日
、

関
西
空
港
よ
り
北
京
へ
行
き

し
、

三
十
年
振
り
に
当
寺
に
参
拝
し
ま
し

人
全
員
の
記
念
写
真
撮
影
で
終

迎
晩
餐
会
が
盛
大
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
日
本
側
は
、

中
村
文
峰
南
禅
寺
管

側
三
名
の
法
師
が
導
師
を
務
め
、

百
余
名

て
合
同
法
要
が
営
ま
れ
た
。

初
め
に
中
国

た
。

門
前
に
は
村
人
や
警
察
も

の
あ
る
寺
院
に
な
っ

て
い
ま
し

バ
ス
日
帰
り
旅
行

行
事
予
定11/7

11/17

12/8

写
経
会

坐禅会

十
月
よ
り
朝
６
時
半
か
ら
で
す

。

敬
老
会

10/17

ご詠歌

10/7

合
掌
会
奉
仕
作
業

10/8

10/22

11/12

11/26

檀
信
徒
な
ら
参
加
で
き
ま
す

。
四
千
円

9/21

12/12

10/21

11/24

写経会
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禅 の 心

出
て
、

お
祭
り
の
よ
う
な
雰
囲

矢野明玄　2.3頁

安住寺コピ ー室

僧
侶
三
百
人
余
り
が
参
集
し
執
り
行
わ
れ

ー

ル
類
は
な
し
。

中
国
の
僧
侶
は
、

厳
し

両
日
と
も
精
進
の
中
華
料
理
で
、

ア
ル
コ

和
や
か
な
会
食
で
し
た
。

因
み
に
食
事
は

ン
ホ
テ
ル
で
日
本
側
か
ら
の
答
礼
の
祝
宴

木
容
道
管
長
の
発
声
に
よ
り
乾
杯
。

大
変

ど
も
見
学
し
ま
し
た
が
、

ま
た
の
機
会
に

で
す
。

双
方
の
挨
拶
の
後
、

天
龍
寺
佐
々

10/18～11/27

閑栖記

今
回
の
法
要
を
記
念
し
た
墨
蹟
展
の
開
会

ホ
テ
ル
の
向
か
い
に
あ
る
河
北
博
物
院
で
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白
隠
禅
師
二
百
五
十
年 

遠
諱
に
あ
た
り
㊀ 

 

〈
養
心
養
生
の
す
す
め
〉 

来
る
平
成
二
十
九
年
は
臨
済
宗
中
興

の
祖
で
あ
る
白
隠
慧
鶴
禅
師
（
一
六
八

五
～
一
七
七
六
）
の
二
百
五
十
年
の
遠

諱
正
当
に
当
た
る
。 

 

 
 
 

（
原
・
松
蔭
寺
禅
堂 

白
隠
禅
師
像
） 

 

「
駿
河
に
は
過
ぎ
た
る
も
の
が
二
つ

あ
る
富
士
の
お
山
に
原
の
白
隠
」
と
歌

わ
れ
、
近
世
臨
済
宗
は
実
質
的
に
は
白

隠
禅
師
か
ら
始
ま
っ
た
と
い
わ
れ
る
ほ

ど
で
あ
り
、
研
究
家
の
柳
田
聖
山
氏
は
、

「
今
に
変
わ
ら
ぬ
国
際
的
な
禅
の
魅
力

の
源
泉
は
、
道
元
よ
り
も
隠
元
よ
り

も
、
白
隠
の
そ
れ
に
あ
る
と
い
え
る
。

日
本
の
臨
済
禅
は
、
鎌
倉
時
代
に
起
こ

る
と
い
っ
て
も
、
今
は
白
隠
の
再
編
に

よ
る
、
も
っ
と
も
若
い
仏
教
の
一
つ
に

ほ
か
な
ら
な
い
」
と
も
評
し
て
い
る
。 

そ
れ
だ
け
今
日
の
臨
済
宗
に
と
っ
て

白
隠
禅
師
の
存
在
は
大
き
い
。 

そ
こ
で
、
禅
師
の
二
百
五
十
年
の
遠

諱
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
数
回
に
わ
た

り
白
隠
禅
師
に
関
す
る
内
容
を
載
せ
て

い
き
た
い
と
お
も
い
ま
す
。 

さ
て
、
例
年
開
催
さ
れ
ま
す
敬
老
会

に
は
、
お
元
気
に
大
勢
の
方
が
、
ご
参

加
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
参
加
い
た

だ
い
た
皆
さ
ん
に
限
ら
ず
、
長
寿
の
望

み
は
誰
に
で
も
あ
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。 

厚
生
労
働
省
の
調
べ
で
は
、
今
年
全

国
で
百
歳
以
上
は
６
万
５
６
９
２
人
に

な
り
、
平
均
寿
命
（
２
０
１
５
年
）
は

女
性
８
７
・
０
５
歳
、
男
性
８
０
・
７

９
歳
と
長
寿
の
傾
向
が
続
い
て
い
る
と

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

で
も
気
に
な
る
の
が
、
心
身
を
健
康

に
維
持
し
自
立
し
た
生
活
が
で
き
る
期

間
、「
健
康
寿
命
」
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。 ２

０
１
５
年
の
健
康
寿
命
の
統
計
で

は
、
女
性
７
４
・
２
１
歳
、
男
性
７
１

・
１
９
歳
。
平
均
寿
命
と
の
差
は
女
性

で
１
２
・
８
４
歳
、
男
性
９
・
６
歳
と

１
０
年
前
後
の
差
が
あ
り
、
こ
の
間
は

何
ら
か
の
不
調
や
病
気
と
闘
い
、
介
護

を
必
要
と
す
る
生
活
と
も
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
年
数
は
年
々
延
び
る
傾
向
に
あ
り
、

日
本
は
世
界
で
も
ト
ッ
プ
で
あ
る
。
つ

ま
り
寝
た
き
り
状
態
と
は
言
え
な
い
が
、

体
調
に
異
変
を
き
た
し
た
期
間
が
こ
の

長
い
期
間
で
あ
る
。 

 

白
隠
禅
師
は
１
７
６
８
年
に
八
十
四

歳
で
遷
化
さ
れ
た
。
当
時
と
し
て
は
大

変
な
長
寿
で
あ
っ
た
は
ず
。 

禅
師
が
、
八
十
四
歳
に
な
っ
た
正
月

に
「
老
僧
今
年
八
十
四
じ
ゃ
が
、
こ
の

よ
う
な
正
月
に
会
う
た
こ
と
が
な
い
。

こ
れ
も
東
嶺
和
尚
の
お
蔭
じ
ゃ
。
め
で

た
や
！
め
で
た
や
！
」
と
言
っ
た
と
伝

え
ら
れ
る
。 

こ
の
年
の
十
一
月
に
体
調
が
す
ぐ
れ

ず
医
者
に
診
て
も
ら
う
が
「
こ
の
様
子

で
は
た
い
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
」

と
言
わ
れ
た
が
、
白
隠
禅
師
は
「
三
日

前
に
人
の
死
を
予
知
で
き
な
い
よ
う
で

は
い
い
医
者
と
は
言
え
な
い
。
ダ
メ
医

者
だ
」
と
言
い
、
弟
子
に
後
を
託
し
、

十
二
月
十
一
日
暁
に
大
吽
一
声
し
て
遷

化
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。 

長
命
で
あ
っ
た
白
隠
禅
師
で
あ
る
が
、

二
十
代
半
ば
に
は
過
度
の
修
行
か
ら
か

心
身
を
患
っ
た
。
こ
の
病
を
治
す
た
め
、

京
都
北
白
河
の
山
中
に
住
ん
で
い
た
白

幽
子
と
い
う
仙
人
を
尋
ね
、
瞑
想
法
を

教
わ
り
、
そ
れ
を
実
践
し
て
病
を
克
服

さ
れ
た
。 

 

こ
の
経
験
と
瞑
想
法
を
、
後
に
白
隠

禅
師
の
著
で
あ
る
『
夜
船
閑
話
』
（
や

せ
ん
か
ん
な
）
や
『
遠
羅
天
釜
』
（
お

ら
て
が
ま
）
に
記
し
て
い
る
。
そ
の
法

は
「
内
観
の
秘
法
」
と
「
軟
酥
（
な
ん

そ
）
の
法
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。 

心
身
の
健
康
、
長
寿
の
ヒ
ン
ト
に
、

今
回
は
「
軟
酥
の
法
」
を
紹
介
し
た
い
。 

酥
と
い
う
の
は
、
牛
と
か
羊
の
乳
を

煮
詰
め
て
濃
く
し
た
飲
み
物
で
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
貴
重
な
仙
人
お
薬
と
考
え
て

頂
き
た
い
。
軟
酥
の
法
と
は
柔
ら
か
な

酥
を
用
い
る
方
法
で
あ
る
が
、
特
別
に

仙
薬
を
用
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ

け
で
な
く
、
心
の
中
で
想
像
し
イ
メ
ー

ジ
し
て
下
さ
い
。 

「
軟
酥
（
な
ん
そ
）
の
法
」 

一
、
ま
ず
、
清
い
色
、
清
浄
な
香
の

す
る
若
鳥
の
卵
く
ら
い
の
大
き
さ
の
丸

い
仙
人
の
薬
が
頭
の
上
に
の
っ
て
い
る

と
想
像
す
る
。 

二
、
そ
の
神
仙
の
絶
妙
な
働
き
を
も

つ
仙
薬
が
、
バ
タ
ー
が
熱
で
溶
け
て
流

れ
る
よ
う
に
、
し
だ
い
に
体
温
で
溶
け

て
柔
ら
か
く
な
り
、
頭
上
か
ら
ゆ
っ
く

り
と
下
の
ほ
う
に
タ
ラ
リ
タ
ラ
リ
と
流

れ
は
じ
め
る
様
子
を
観
想
す
る
。
つ
ま

り
心
の
目
で
見
、
深
く
思
う
の
で
あ
る
。 

三
、
次
に
、
そ
の
仙
薬
が
、
頭
の
内

外
の
す
み
ず
み
を
潤
す
こ
と
を
想
像
し

て
み
る
。 

四
、
次
に
両
肩
、
両
肘
、
乳
、
胸
を

静
か
に
潤
し
て
流
れ
る
こ
と
を
想
像
す

る
。 五

、
同
時
に
、
肺
臓
、
肝
臓
、
胃
腸

な
ど
の
内
臓
、
ま
た
背
骨
、
尾
骨
な
ど

も
潤
し
て
、
各
部
に
し
み
わ
た
る
よ
う

に
し
て
下
に
下
に
流
れ
て
ゆ
く
状
態
を

想
像
す
る
。 
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 こ
の
想
念
の
中
で
は
、
心
の
一
切
の

悩
み
、
身
体
の
一
切
の
病
も
、
こ
の
仙

薬
に
溶
け
て
消
え
去
っ
て
い
く
の
で
あ

る
。 六

、
こ
の
霊
妙
な
神
薬
は
、
身
体
の

す
べ
て
を
潤
し
て
い
く
。 

最
後
に
足
を
温
か
く
湿
ら
せ
、
足
の

裏
ま
で
流
れ
下
る
こ
と
を
、
心
の
目
で

見
る
の
で
あ
る
。 

七
、
以
上
の
こ
と
を
繰
り
返
し
繰
り

返
し
観
想
す
る
。 

さ
ら
に
、
頭
上
か
ら
溶
け
落
ち
て
全

身
に
し
み
わ
た
り
、
潤
し
て
流
れ
下
っ

た
神
仙
の
薬
は
し
だ
い
に
足
元
に
た
ま

り
、
下
半
身
を
温
め
る
こ
と
を
心
の
目

で
見
る
の
で
あ
る
。 

 

 

こ
の
「
軟
酥
の
法
」
を
怠
ら
ず
修
め

る
こ
と
に
よ
り
、
鼻
に
類
い
稀
な
妙
香

が
感
じ
ら
れ
、
心
の
悩
み
を
解
消
す
る

の
み
で
な
く
、
肉
体
に
も
よ
い
影
響
を

与
え
難
病
も
治
す
こ
と
が
で
き
る
と
さ

れ
て
い
る
。 

（
学
習
研
究
社
『
禅
の
本
』
よ
り
） 

私
自
身
、
修
行
中
と
は
違
い
日
常
の

中
で
、
瞑
想
を
し
た
り
内
観
を
す
る
時

間
は
な
か
な
か
持
て
な
い
。
月
に
二
度

の
月
例
坐
禅
会
で
坐
っ
て
い
る
時
間
が

と
て
も
大
切
な
瞑
想
の
時
間
と
言
え
る
。 

 

体
調
が
よ
く
心
が
落
ち
着
い
て
い
る

と
き
は
、
何
時
間
で
も
坐
っ
て
い
ら
れ

る
気
が
し
て
、
と
て
も
心
地
好
い
気
分

が
す
る
が
、
腰
が
痛
い
足
が
痛
い
、
体

調
が
思
わ
し
く
な
い
と
き
は
、
三
十
分
、

一
時
間
が
と
て
も
辛
い
。 

 

坐
禅
を
し
て
み
な
け
れ
ば
気
が
付
か

な
い
、
僅
か
な
心
身
の
状
態
が
手
に
取

る
よ
う
に
わ
か
る
。 

 
軟
酥
の
法
は
、
あ
る
種
の
イ
メ
ー
ジ

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
言
え
る
が
、
体
調
を

損
な
い
、
沢
山
の
薬
や
難
し
い
医
学
に

頼
る
よ
り
も
、
静
か
に
意
識
を
集
中
し

自
己
の
体
を
労
わ
る
時
間
を
も
つ
な
っ

ら
ば
、
何
よ
り
の
養
心
養
生
に
な
ろ
う
。 

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～ 

＊
無
料
配
布
い
た
し
ま
す  

子
供
に
教
え
た
い
お
釈
迦
様
の
言
葉

を
、
分
か
り
易
く
解
説
す
る
本
『
ブ
ッ

タ
が
せ
ん
せ
い
』
を
、
布
教
配
布
用
に

準
備
い
た
し
ま
し
た
。 
 

お
子
さ
ん
や
お
孫
さ
ん
へ
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
に
い
か
が
で
す
か
。
部
数
に
限
り

が
あ
り
ま
す
が
必
要
な
方
に
は
無
料
で

差
し
上
げ
ま
す
。 

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～ 

おお
寺寺
でで
婚婚
活活
❤ 

静
岡
・
東
京
・
名
古
屋
・
岐
阜
で
臨

済
宗
妙
心
寺
派
の
若
手
僧
侶
が
運
営
す

る
婚
活
団
体
「
吉
縁
会
」
が
、
大
分
支

部
を
結
成
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。 

 

 

 

十
一
月
六
日
に
は
大
分
市
三
川
下
・

長
勝
寺
で
第
三
十
六
回
の
「
吉
縁
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
参
加
を
希
望
す
る

方
は
、
事
前
に
ご
本
人
が
長
勝
寺
（
大

分
市
三
川
下
）
見
星
寺
（
臼
杵
市
）
の

い
ず
れ
か
の
寺
院
で
申
し
込
み
会
員
登

録
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

応
募
資
格
等
詳
し
く
は
、
必
ず
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
『
吉
縁
会
』
で
検
索
し
て
い

た
だ
き
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

【
日
・
々
・
是
・
好
・
日
】 

●
一
昨
年
は
広
島
豪
雨
災
害
、
昨
年
は

茨
城
県
豪
雨
鬼
怒
川
氾
濫
、
そ
し
て
今

年
も
激
甚
災
害
に
指
定
さ
れ
た
東
北
、

北
海
道
の
台
風
被
害
に
よ
り
犠
牲
者
・

被
害
者
が
出
ま
し
た
。
心
か
ら
お
悔
や

み
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

一
刻
も
早
い
復
旧
を
願
い
ま
す
。
●
八

月
三
日
当
山
施
食
会
法
要
無
事
円
成
、

四
日
養
徳
寺
施
食
会
、
五
日
千
光
寺
施

食
会
と
例
年
通
り
お
勤
め
に
上
が
り
ま

し
た
。
●
夏
の
棚
経
も
無
事
に
終
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
長
男
は
菊
本
地

区
を
ま
わ
る
際
、
暑
さ
と
お
檀
家
さ
ん

の
お
宅
が
軒
並
み
、
戸
数
も
多
く
泣
い

て
い
た
よ
う
で
す
。
私
も
小
僧
時
分
辛

か
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
皆
様

に
温
か
く
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
こ
と
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
●
八
月
十
四
日
下

司
地
区
の
供
養
盆
踊
り
の
ご
回
向
を
致

し
ま
し
た
。
区
長
様
は
じ
め
若
手
の
方

が
一
生
懸
命
お
世
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

●
八
月
二
十
四
・
二
十
五
日
、
今
年
も

杵
築
少
年
剣
道
部
子
供
達
が
坐
禅
合
宿

を
行
い
ま
し
た
。
●
九
月
四
日
合
掌
会

役
員
会
が
行
わ
れ
敬
老
会
・
清
掃
奉
仕

等
、
今
後
の
予
定
が
話
し
合
わ
れ
ま
し

た
。
役
員
の
皆
様
に
は
今
後
と
も
ご
協

力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
●
十
月
末
に

は
合
掌
会
中
心
の
日
帰
り
バ
ス
旅
行
の

予
定
で
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
可
能
で

す
。
ご
一
緒
に
ど
う
ぞ
！
●
み
ん
な
で

読
も
う
「
安
住
寺
だ
よ
り
」 

 

合
掌 
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弓　町

仏 ほ
と
け

の
教 お

し

え
を
聞 き

く
は
有
難

あ
り
が
た

し

今い
ま

生
命

い
の
ち

あ
る
は
有
難

あ
り
が
た

く

ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

が
乱
れ
て
し
う
。

正
し
く
生
き
る
た
め
の
教
え
が
込
め

人ひ
と

に
生 う

ま
る
る
は
難か

た

く

東日本大震災義援金

累計額＝１，００３，７０８円

これまでの義援金総合計

熊本・大分地震義援金（新規）

１００，０００円

（内　お賽銭　６５，６９４円）

世よ

に
仏ほ

と
け

あ
る
は
難か

た

く

し
た
人
、

皆
同
じ
よ
う
な
「

あ
の
世
」

で
は
、

こ
の
世

三
途

さ
ん
ず

の
川

が
、

死
ん
で
か
ら
初
七
日
に
渡
る
と

　
冥
途
に
行
く
途
中
に
在
っ

て
、

人

た
だ
何
と
な
く
生
き
た
人
、

逆
に
悪
行
の
限
り
を
尽
く

98 横綱 中村　良吉

おすまい

し
く
生
き
る
為
の
「

方
便
」

と
し
て
、

珍
重
さ
れ
る
べ

仏
教
と
数
字

教
え
を
紹
介
し
ま
す

数
字
で
表
現
す
る
仏
教
の

平成２８年度　長寿番付表　安住寺敬老場所

おすまい

ご
長
寿

98

年齢

色紙・広石碩田先生画

年齢 御免蒙 東

木付　延雄

大関 田代ハツ子

西

安住寺だより 第156号

 平成28年9月22日を基準日にした番付表です。（9/15現在）

③

ご希望の方は、お申し出下さい。

荷宮ユリ子

上　　昌孝

97

100 西新町

98 座間市

大分市

中村千代子 96 川崎市 関脇 阿部ヤエ子 96

江藤　ナツ 97 同

下　原

江藤　勝司 95

高橋マサエ 96 西下司 同 今村みきよ 96

古田　初子 95

古　野

平野　芳彦 95

94 鴨　川末松　武士

94

宗　近 同３

95 西大内山 同

東下司

同

東大内山 小結

健康長寿を目指しましょう

藤原　孝顕 94

93宗田　季紀 93 東下司 藤の川

木野スエ子 94

柏屋小夜子

木付　幸子 92

西大内山

北九州市同

同２ 麻生　秀子 94

前頭１

井上恵美子

麻生　蓮生

阿部　睦子

宇都宮キクエ 94 藤の川

93

田椽美智子 92 南台東 92 東大内山同６

93 西大内山

是久　義文 92 92同７

同４

新　興杉　山

磯田　弘道 91同８

藤原ユリコ 92 東大内山

石井ツヤコ

同５

阿部ノブ子 91 西下司 渡邉　浩行 91 西下司同10

藤原ヤスエ 91 西大内山同12

須賀　　清 91 麻生ミツエ 91 別府市同11

江藤モリ子 91

大分市

麻生　博行 91 藤の川十両１

土肥　妙子 91 永代橋

90 西新町 上　美枝子 91 座間市同２

東下司同４

佐藤　幸子 90

東大内山

小玉　和江 90 杉　山同３

河野　　晃

西　上

岩田　秀子 90 弓　町同５

阿部みゑ子 90 東下司 廣石　　悟 90

東大内山同６

須賀　悦子 90

須賀　ミヤ 90 東下司同７

末松　秀子 90

杉　山

鴨　川 清末　鈴子 90

弓　町

日南市

工藤　絹子 94 東大内山

井上フサ子

近藤カメコ 94

南台東

河野　サワ

91 藤の川松浦シズ子 91 同９

田辺　コウ 91 広島市 堺　市

宇佐市

え
で
す
。

そ
ん
な
馬
鹿
な
、

と
切
り
捨
て
ず
、

人
が
正

い
わ
れ
て
い
る
。

こ
こ
に
緩
急
の
三
つ
の
瀬
が
あ
っ

て

と
言
わ
れ
る
「

十
王
経
」

に
説
か
れ
て
い
る
一
つ
の
教

軽
重
に
よ
っ

て
枝
の
垂
れ
方
が
異
な
る
と
い
う
。

偽
経

衣
領
樹
（

え
り
ょ

う
じ
ゅ
）

に
懸
け
る
。

生
前
の
罪
の
軽

翁
（

け
ん
え
お
う
）

が
い
て
、

死
者
の
衣
服
を
奪
っ

て

れ
る
。

川
の
ほ
と
り
に
奪
衣
婆
（

だ
つ
え
ば
）

と
懸
衣

生
前
の
「

業
」

に
よ
っ

て
渡
る
の
に
三
途
あ
る
と
い
わ

き
教
え
で
す
。

こ
の
世
で
、

沢
山
の
善
行
を
積
む
人
、

１，１０３，７０８円

義援金のお知らせ

荒巻　ミヨ 90 西　上

祝
い

お申
し
上
げ
ま
す

藤の川

城　山

北九州市

麻生　　亘


